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体系的な考察を進めて L 、く。その方法として特筆すべきは、(1)資料の博捜、 (2)書誌的研究、 (3)作品の考察、 (4)絵画資
料の援用を指摘することができる o r舞曲の絵入り本一覧稿」一つを取り上げても、 42曲の舞曲の伝本について、圏
内外を含めての詳細な集成は貴重な労作であるほか、全体における考察の根底には文献資料の徹底的な調査がうかが
える。劇能の歴史にとっては重要な、「貞和五年春日社臨時祭次第」の書誌調査、テキスト・クリティー夕、そこか
らの解釈による新しい発見など、すぐれた分析といえよう。また、多くの能作品の成立した背景としての物語や説話・
縁起とのかかわり、そこから中世の古典注釈書にも及ぷなど、広い視野と該博な知識を駆使する。絵入り幸若舞曲の
詞章は絵入りではない古活字版を継承し、挿絵は絵入り古活字版を受けるなどの成果は、新しい発見といえるo また
挿絵の問題、御伽草子の絵との関係など、興味は尽きることがな L 、。
能に関しては方法が異なるとはいえ、能勢朝次『能楽源流考』が存するが、初期の能をどのようにとらえるかの視
点や資料にはややもの足りなさを感じるし、挿絵の問題はさらに視野を広げるべきではないかと思う。もっともそれ
らは本書の論点とは異なるし、これ以上は資料的な困難さもあるため、今後は共同による学際的な研究が望まれる。
ともかく本書は、きわめて刺激的で、学界に樽益するところは大いなるものがあるo このような次第で、本審査委員
会は、本論文を博士(文学)の学位に充分ふさわしい価値を有するものと認定するo
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